
『手をつなぎ 知恵が湧く 夢が湧く 力が湧く 希望に満ちたまちづくり』 

副田地区コミ協だより          ２０１４年   
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《かせだうち》とは、七福神などに扮した人々が新築のうちを祝うためやってく

る.小正月の行事です。名称は「稼いだ家」にちなむとも言われます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

1 月 14 日（火）、辻原自治会にて約 10 年ぶりに【かせだうち】が行わ

れました。今回は、自治会内で新築をされた 3 軒のお宅を“奇抜”な神様

たちが訪問。大黒様や米俵などを贈呈された家主は、オタマジャクシの吸

い物や鶏の頭などの祝膳で神様を歓待しました。 

 

 
お・も・て・な・し・料 理 

オタマジャクシの吸い物 

ニワトリの頭 

カエルの卵など 



参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か 

 

『
高
齢
者
お
招
き
会
』
を
左
記
の
日
時

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
七
十
歳
以
上
の

方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

出
席
希
望
の
方
は
、
岩
下
ツ
キ
ミ
さ
ん

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

日
時 

二
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
） 

 
 

 
 

午
前
九
時
三
十
分
～ 

 

会
場 

入
来
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

  

当
日
は
赤
十
字
奉
仕
団
講
習
も
同
時
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
豚
汁
・
酢
の
物
・

炊
き
出
し
実
習
ご
は
ん
の
昼
食
も
用
意
さ

れ
ま
す
。 

 

締
切
日 

二
月
二
十
日
（
木
） 

 
 問

い
合
わ
せ
先 

 
 

 

岩
下
ツ
キ
ミ
さ
ん 

 
 

 
 

（
℡
）
四
四-

三
二
五
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活 動 日 活 動 内 容 
出会者及び 

関 連 団 体 

毎週木曜日 副田地区防犯パトロール 青 パ ト 隊 

1 月 29 日 地区振興計画策定委員会 協 議 会 

2 月 4 日 青少年育成／健康福祉部会 協 議 会 

2 月 7 日 ま ち お こ し 部 会 協 議 会 

2 月 12 日 自 治 部 会 協 議 会 

2 月 26 日 役 員 会 協 議 会 

こ
の
季
節
、
体
調
管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い 

  

今
年
度
も
残
り
僅
か
と 

な
り
ま
し
た 

 

副
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
大
き
な
活
動
も
一
月
末
に
て

ほ
と
ん
ど
終
了
し
ま
し
た
。 

 

三
月
ま
で
の
協
議
会
の
活
動
と

開
催
予
定
日
は
左
記
通
り
と
な
り

ま
す
。 

 

◇
『
地
区
振
興
計
画
書(

平
成
二
十

六
年
度
～
三
十
年
度)

』
の
策
定 

 

・
一
月
二
十
九
日 

 

・
二
月
十
二
日 

 

◇
湯
之
山
整
備
作
業 

 

・
二
月
末 

 

・
三
月
上
旬 

 

◇
運
営
委
員
会
・
役
員
会 

 

・
二
月
二
十
六
日 

 

・
三
月
十
四
日 

 

今
回
策
定
し
ま
す
『
地
区
振
興
計
画

書
』
は
、
四
月
の
地
区
コ
ミ
総
会
に

て
承
認
さ
れ
た
後
、
副
田
地
区
全
世

帯
に
配
布
い
た
し
ま
す
。 



来
年
こ
そ
は
！ 

 
一
月
十
九
日
（
日
）、
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
に

て
「
第
九
回
薩
摩
川
内
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
抗
綱

引
競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
年
は
、
予
選
相
手
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

強
く
て
決
勝
ト
ー
ナ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

メ
ン
ト
に
進
む
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
で
き
ま
せ
ん
で
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
。
反
省
会
で
は
来 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
こ
そ
は
、
練
習
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

早
目
に
開
始
し
て
決 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
を
目
指
そ
う
と
声 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
あ
が
り
ま
し
た
。 

 

鬼
火
た
き
～
無
病
息
災
を
願
っ
て 

 
 

一
月
十
二
日
（
日
）、
辻
原
交
差
点
横
の
休

田
に
て
鬼
火
た
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

だ
ん
だ
ん
と
周
り
が
う
す
暗
く
な
っ
て
き

た
夕
方
六
時
、
年
男
と
年
女
の
老
若
男
女
が

火
入
れ
を
行
う
と
、
炎
が
瞬
く
間
に
燃
え
上

が
り
、
竹
が
破
裂
す
る
音
が
響
き
ま
し
た
。 

 

一
時
間
ほ
ど
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
待
っ

て
い
ま
し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
細
長
い

竹
の
先
端
に
お
餅
や
ウ
ィ
ン
ナ
ー
を
挟
み
小

さ
く
な
っ
た
炎
で
焼
い
て
美
味
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。 

              

こ
の
鬼
火
た
き
は
、
副
田
で
唯
一
行
わ
れ
て

い
る
伝
統
行
事
で
す
。 

今
年
度
も あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

十
二
月
二
十
二
日
（
日
）
、
本
通
り
二
世

会
の
皆
さ
ま
が
副
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
（
入
来
文
化
ホ
ー
ル
）
入
口

と
温
泉
場
入
口
に
門
松
を
建
て
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
午
前
中
に
救
命
救
急
講
習
会

も
行
わ
れ
、
二
世
会
の
方
々
も
お
忙
し
い

な
か
門
松
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


